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浜松市概要

人口：790,580人  （2023年4月1日現在 出典：住民基本台帳）
面積：1,558.06K㎡（全国第2位）
市域に占める森林面積の割合 65.2%＜指定都市平均33.8％ ＞
第１次産業人口割合 4.0％＜指定都市平均1.0％ ＞



浜松市スポーツ政策

第2期 浜松市スポーツ推進計画（平成31～令和6年度）

スポーツを取り巻く環境の変化、経済成長の牽引や地域の創生、まちづ
くりや共生社会の実現などへの多様化、官民連携による施設整備や運営
など、時代に即したスポーツ政策を推進する必要がある。

令和６年1月 ◎スポーツ振興担当部設置へ

令和６年４月～
第3期 浜松市スポーツ推進計画策定中

文化・スポーツで地域の創生を



浜松市スポーツ政策

第2期 浜松市スポーツ推進計画（平成31～令和6年度）

◆地域のスポーツ振興から国内外を対象としたスポーツコミッ
ションまで、さまざまな施策を展開



①インクルーシブスポーツの推進

障がいの有無や、年齢・性別、国籍等を問わず、
誰もがスポーツを楽しめる環境づくり

◎2020東京パラリンピックホストタウン、2025東京デフリンピック
⇒ブラジル選手団事前合宿の受入れ

◎ブラインドサッカー日本選手権 準決勝ラウンドの開催
◎ゼロ・スタート・トレーニングラボ事業（スポーツ過疎地域実証）
◎Challenge to インクルーシブ in 浜松2024の開催 など



◆ブラジルとの交流から発展

・ブラジルは、スポーツのレベルが高い（ビーチスポーツなど）
・様々な競技の交流を拡大。スポーツの「する」だけではなく、
「みる」「ささえる」に関しても幅広く交流
・アスリート間の交流や育成、人口交流など、
様々な交流に期待
・市内の江之島ビーチコートの整備をきっかけに、
ビーチスポーツ（サッカー・バレー）の交流拡大
にも期待

・東京２０２５デフリンピックのブラジル事前合宿の
受入れを予定
⇒地域交流はもとより、市内に在住するブラジル人
との交流の機会も創出



Challenge to インクルーシブin 浜松2024

テーマ：「スポーツ×食」 共催事業→民間との連携による事業の展開



②スポーツコミッションの推進

他、ベルテックス（B2）、ハヤテ（ファームリーグ）、東レアローズ静岡（SV）、ヤマハ公式野球部、
ＨＯＮＤＡ ＦＣ、静岡SSUボニータ、FCコレチーボ静岡、スズキ浜松アスリートクラブなど
スポーツチーム・競技団体（１５団体）などとの連携強化



②スポーツコミッションの推進



③ビーチ・マリンスポーツの推進

浜松市が有する自然環境を活かしたビーチ・マリンスポーツの推進

≪ビーチスポーツの拠点≫江之島地ビーチコート（イメージ） ≪マリンスポーツの拠点≫三ヶ日地区マリン施設（イメージ）

【イメージ】

◎国際大会可能な施設や環境整備などのハード面、大会やアカデミーなどのソフト面の充実・拡大

◎平成30年度
ビーチ・マリンスポーツ推進協議会を設立

（市内19団体）
大規模大会の開催や誘致など連携
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■西部清掃工場・古橋廣之進記念浜松市総合水泳場「ToBio」

【概要】
共用開始：平成２１年
事業費：
土地取得：約１４．３億円
施設整備：約２０６億円
方式：DBO
事業主体：浜松市
ＰＦＩ事業者：三井造船グループ
運営・維持：浜松グリーンウェイブ

【西部清掃工場】
敷地面積：約６．７ヘクタール
延床面積：約１４，７００㎡
構造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

地上５階建
その他：バイオマス発電施設（９６００ＫＷ）

【総合水泳場】
敷地面積：約３．５ヘクタール
延床面積：約１７，７００㎡
構造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

地上２階・地下１階建
その他：国際認定コース

PPP/PFIの取組み事例



PPP/PFIの取組み事例

・第2期古橋廣之進記念浜松市総合水泳場（ToBiO）運営維持管理事業（令和6年2月～）
・前事業は、隣接する西部清掃工場とDBOによる一体事業。
・第2期事業は、水泳場単独公募。事業手法は、PFI手法のRO方式を導入
・エネルギー供給（蒸気・電気）は現事業と同等なパターンを原則

◆対象施設（所在地）
古橋廣之進記念浜松市総合水泳場（ToBiO）
浜松市西区篠原町23982番地の1
施設主要構成 メインプール（50m×10コース）
サブプール（25ｍ×8コース）
飛込みプール（25ｍ×25ｍ）
レジャープール、スポーツジム、スタジオ、展示資料室
構造・階数：鉄筋コンクリート造一部鉄筋造、地上2階

スケジュール 主な調整業務・工程

令
和
4
年
度

5月下旬

5月～12月

1月～3月

・アドバイザリー業務入札

・実施方針案、要求水準書案、事業契約書・協定書案の作成

・PFI等審査委員会運営支援（※令和4年度の開催数は調整中）

・実施方針の公表

令
和
5
年
度

4月

5月～8月

9月～11月

11月～1月

2月～

・入札公告

・募集に関する質問・回答支援、審査会実施支援

・選定事業者の議決

・協定・契約の締結

・第2期事業開始



四ツ池公園施設の再編（浜松球場・陸上競技場）

◎四ツ池公園スポーツ施設の再整備

⇒浜松球場のあり方・陸上競技場のあり方（令和５年～６年）
⇒民間活力に活用による再整備を前提に検討

◆四ツ池陸上競技場 ◆浜松球場 ◆駐車場・その他園内施設



PPP/PFIの取組み事例

浜松アリーナ

・1990年 （平成2年）開館
・ 最大8000人まで収容
・メイン アリーナ (65m×44m、2,860 m 2 )、
・サブアリーナ (40m×34m、1,360m 2 )、
・フィットネスセンター (227m 2 )
・研修棟合宿センター



◆浜松アリーナが抱える課題
【ハード面】
・築30年以上経過、老朽化への対応（長寿命化・機能向上）

【ソフト面】
◆社会環境変化と新たな事業の展開
・インクルーシブスポーツ ・トップアスリート育成
・スポーツコミッション ・学校部活動の地域クラブ化

など

・浜松アリーナの在り方
・民間活力の活用
・アリーナ改革
・稼ぐアリーナ（プロフィット化）

など

PPP/PFIの取組み事例

中期修繕計画

不一致

【機能】
・社会ニーズに即した施設機能と運営
・低稼働スペースの活用、稼働率の向上
・広域施設としての差別化（プロスポーツチームの拠点＞一般利用）
・指定管理者制度による運営の限界（管理から活用）

適合

新たな方向性

計画の見直し
・反映

◎プロチーム拠点

◎まちづくり



●プラットフォームの構築

◆「する」「みる」「ささえる」の情報共有とマッチング環境の構築

地域スポーツ関連団体や大学、企業など本市特有の潜在能力を活かした推
進体制づくり
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●今後のスポーツ政策

◎これまでの健康増進（スポーツ振興）だけでなく、
⇒スポーツを通じた成長産業化や地域の創生
⇒地域のまちづくりや共生社会の実現 など
⇒スポーツ施策を更に進化させ、地域活性化の視点を含め
た施設と事業の充実

◎多様化への対応
⇒誘客や地域づくりを意識した事業や施設の運営
⇒官民連携から更に進化した「異分野融合」による
時代に即した新たな施策や推進体制の構築

⇒スポーツを「する」「みる」「ささえる」を通じた
本市が持つポテンシャルを活かした推進体制を構築

18

ソフト面 ハード面



19

Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ ｆｏｒ ｙｏｕｒ ａｔｔｅｎｔｉｏｎ．

浜松市役所 市民部 スポーツ振興課
課長 松野 英男
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